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源 了圓(座 長)私 は今回、「日本文化 における型」 と題するこのシンポジウムの座長の役を









しか し、型には、私 どもを抑圧 した り、強制するような面もあって、そのような折 りには 「型
破 り」をせざるをえません。また型を身につけ、それを適合的に表現できた場合には、「型が決










第一は型をめ ぐる文字と言葉の問題です。この型 とい う文字は中国から来たものですが、例え
ば文化の型 という場合の型にあたる言葉は、中国にはあ りません。日本語の型という文字は、「文
化模式」、これは文化の型 という場合ですね。「文化模式」 という言葉に翻訳 されます。
それか ら西洋との対比ですが、英語の場合です と、 日本語の型 という言葉は、「Form」 とか




型 という言葉ですべてのタイプの型を包んでいる日本語 との対比 というものは、大変興味深 く
思われ、またそこにある日本人のholisticな 物の考えということを暗示 します。
第二の特色は、型が社会や文化の中に多種多様な仕方でちりばめられていることです。歌舞伎
































1.構 えの姿勢においては、心身 もしくは身体の諸部分、心の表層 と深層との関係 は逆対応の
関係になります。片方が非常に緊張 した状態なら、片方は非常にゆった りとリラックスした状態。
例えば、体の上半身と下半身をそういう関係におくということですね。
2.次 の段階にな りますと、技と身の関係が主にな りますが、技が高度なものになればなるほ
ど、心的要素の比重が重くなります。 しか し、この段階の心は、意識のレベルでの心。いわゆる






























そこから私どもが美術史理解のために使 う 「スタイル」の場合は、 日本では 「様式」とも訳 し
ます、そういう意味 も発生 しました。人間の動作の物腰 とかしぐさとかの身体的な契機 を含むス
タイルの観念が成立 したのは18世紀になってからだといわれてお ります。















































とか、上演する時の型でもあ り、脚本構成の型でもある 「序」「破」「急」 というものがあ り、そ
れは型と日本文化の交わ りを考える場合の、重要なテーマであることをつけ加えておきます。
なお、日本文化における型の問題の他 に、日本文化の型、日本社会の型 という非常に大きな問














次は トーマス ・J・ ライマーさん。米国ピッツバーグ大学の教授で、 日本文学史、特に岸田国















ていだだいて、第2回 めに、第1回 の発表をふまえて一人あたり、で きたらなるべ く少なく3～





発 表 「型の厳密性 とあいまいさ」
熊倉功夫 ご紹介いただきました熊倉です。私は今 日お話いたしますのにつきまして、まが り
なりにも歴史を研究 してお りますので、歴史的な立場からアプローチ したいと思います。特に江


























ここ数 日間、文学の、「神話 とエロス」のセッションがあ りましたが、あそこでもいろいろサ
インの話がでてまいりました。あるいはそういうサインを共有するという問題がでてまいりまし
たけれども、その共有する社会というものが、18世紀 という時代に、特に都市社会の中で、広範







多分ついこの間まで 日本を貫いていたのではないか。ついこの間まで生 きていたのではないか と




その時に夏目漱石は生 まれて初めてお茶会 というのにまい りました。彼もまた風流 ということ
が大好きだったものですから、そのお茶に招かれて喜んで行ったのでありますが、踏み石 をどん















手、下手とか、実力 とは直接には無関係であ ります。客観的な能力の判断ができない世界であ り
ます。
逆に申しますと、客観的な判断ので きる世界では、かつて家元制があっても、簡単に崩壊 して
しまいます。それはスポーツの世界 とか碁などのゲームの世界で もそうであ ります。あるいは近










キーの中で、安定 した地位を獲得 してい くことができる。それをお互いに支えあっている、そう
いう誠に大乗的な、易行的な世界。こういうものが18世 紀に私はできあがっていくのではないか
という気がいたします。
そのような型というものは、いったいどうして作 りあげ られてい くのか。今度は型の中身の問







は漢字にはございませんが、 日本でつ くった躾 という字は、体偏に美しいと書 くわけで、つまり
躾 というのは何かというと、心の奥の中からでてきた道徳的な力ではなくて、見た目が美 しいの
が躾であります。つまり型、外か ら見た時に美しくふるまうことが躾であると。


































つの非常に美 しい形を作 っていく。 これがいわば型の成立ではないかと思うのであ ります。








例えは茶の湯のほうで、カネワリという非常 に厳格な道具の置き方の法則を論 じた本があ りま





例えば雅楽において、楽器が奏でる音楽と、舞の動 きが ピタッと合ったのではおもしろ くない。
その楽器の音と、踊 りの足が少 しずれるのがいい。勘九郎の踊 りがなぜおもしろいか、富十郎の
踊 りがなぜおもしろいかというと、つきす ぎないからです。つきすぎてはちっともおもしろくな
いo
つ まりそのように、つきすぎてもいけない、はずれす ぎてもいけない。その間の間(ま)と い
うものが、実は型というものを支えていることになると思 うのです。
その間(ま)と いうのは何かを考えてみますと、それは定型化で きない。物理的にはかること




私はいきの構造 も、18世 紀の美学を論 じた本だと考えてお ります。いきに対 して野暮という概
念があるわけです。いきと野暮はどういう関係か。いきと野暮は、物理的にはかれない。いきと
いうのは男女の媚態であると九鬼周造はいいます。では男女のいきな関係 とはどんなものか。男









をすれば、河合隼雄先生の 「中空構造」も、浜口惠俊先生の 「問人主義」も、九鬼周造の 「『いき』





なさいました。熊倉先生は私どもと一緒にやりました 「型 と日本文化」 という共同研究の仲間で
ありまして、よく手の内はわかってお ります。大変おもしろいお話でございました。
18世紀というのは、お とといのリディンさんのセ ッションでの報告で、私は日本の思想史にお







に剣道のほうで もその時代にな ります と、形から入る剣道 というものがでて くるのです。これは
社会の成熟に伴っておこる文化現象として非常に一般的な共通のスタイルであって、その文化的




トーマス ・J・ ライマー 源先生か らお話 がござい ま した ように、私 は長 い間、 日本の能 にお
ける型 について非常 に興味 を もってお りますので、能 とい うものにおいて型 とい うのが どういう
ものか とい うことを、私 は外人の立場か ら見てみたい と思い ます。
ただ、私 は日本 の文化 を外か ら見てい る人間 といた しま して、能 とい うのは西洋 で も非常 によ
く理解 されてお ります。 やは りその きっかけにな りま したの は、金春邦夫 に よる ところの 『能へ
の誘い』 が 『TheNohTheater:PrinciplesandPerspectives』と翻訳 され ま してか ら、非 常 に
日本 の方か ら見れば、能 の高度 な情報 とい うもの、 それか ら型 とい うものに対す る理解 という も
の も、西洋の 日本文化 に くわ しくない人達 にも十分 に知 れ渡 るようにな ってい ます。
先ほ ど源先生のお話 の中で、型 で もフ ォームと しての型 、スタイル と しての型 がある とい うこ
とで したが、実 は金春先生 の本 の中で も、型 は英語 で も型 の ままになってお りますので何 ともい
えない ところがあ るのですが。
さて、この金春先生 の 『能へ の誘 い』 の中で は、 「型 とい うのは一定 の動 きのパ ター ンで ある。
それには三つの種類があ る」 と。「演劇的な もの、舞踊的 なもの、記述 的な ものが あるのだ」 と。
そ して金春邦美 によ ります と、250種 類 ぐらいの型 、 もしくは行動パ ター ンとい うのは学 ばなけ
N-228
ればいけないと。もちろん1本 の作品で使われる型の種類 というのは限られていると思いますが。
このような型の古典的な定義をベースにいた しまして、今 日は2点 にお話 をしぼってみましょ
う。ただその前に一つ申 しあげてみたいことがございます。これは金春邦夫さんもいってらっしゃ





二番 目には 「歴史の変遷によって型に対する考え方が どう変わったか」ということです。









をつ くるのだということです。 しかし、多分 日本の古典物であれば、多分少なくとも能の場合 と































ofdecorativeart』 という本を皆さまもご存 じのようにE.H.ゴ ンブリッチが書いたわけですが、
彼は秩序 というもの、すなわち型におけるところの秩序は何か ということを説いていますが、私
は、非常に示唆に富んだ内容だと思ってお ります し、 また視覚芸術というものを非常にうまく洞
察 していると思います。
私が申しあげたことをいっているのですね。 まず最初に、人間の心理において反復の必要性 と
いうことをいっているわけです。何度 も何度 も繰 り返 しするというのは、違いがなくて も、ただ
単に繰 り返すのはおもしろくないかもしれないけれども、あまり毎回毎回変わって しまうと、何

















































に近代の人々は、非常 に視覚芸術 について洗練 をされている反面、劇場芸術 にはhistorical










彼の著書の中に、た しかにユ ングのアプローチの中には、失われた言語に近いシンボ リズムが
あると思うのです。すなわち当初、なんとかして、非常に神秘的な過去の秘教的な英知を取 り戻










































カンフットボールの話 をするわけです(笑)。 ずい分 「型破 り」なシンポジウムの人選だと思っ
ています。
冗談はぬきに して、スポーツというのは、国民性というものを理解するには、とてもお もしろ































て休んでいる間に誰か交代の兵隊が行って戦 っていたようです。 日本は第二次世界大戦中、誰 も

















このように日本にやって来ます と、 日本独特の しきたり、文化、習慣 というものが、アメリカ
で生 まれたスポーッの世界にもはいってくるのです。外国からの参加者には非常にわかりにくい
ことかと思 うのですが、日本の高校野球では、部員の一人が煙草を吸ったとすると、そのチーム


































らす といった長時間のコンディショニング ・ドリルがあ ります。コンディショニング ・ドリルと
いうものを長時間やったら、あまりその本来の目的は果たせられないと思うのですが、そのよう
なことをやっています。










間関係そのものではないかと思 うのです。選手たちは、ち ょうど会社の社員が上司を 「社長」「部
長」「課長」と呼ぶように、一番上のコーチのことを 「監督Jと 呼んでいます。要するに監督に







や り、お風 呂に入 った ら上級生 な り先輩 な り偉い人の背中 を流 し、洗濯 をし、い くらで もするこ
とがあるわけです。 こうしたこ とはスポ ーッの技術 の向上 にはほ とん ど役立 ち ませ ん。
しか し、先輩 とい うのは、ただ体 を流 して もらった り、洗濯 を して もらうだけではな く、時々
は後輩 たちに何か をお ごってやる とか、甘 えの構 造で はないですが暖か さを示 さな くてはな りま
せん。権威 と暖か さと優 しさの混合 ドリンクの ような もの を飲 ます ことが大切 です し、 また期待
されているのではないか と思 い ます。
日本のスポーツ界、特 にそれが大学のスポ ーッにな ると、極 めて閉鎖的だ と思 うのです。監督 、
コーチ はだいたいその大学の出身者 です。 もしも新 しいスポーツのチ ームがで きて、その大学の
卒業生でそのスポーツの権威者 がいなければ、 しかた な く他 の大学の 出身者 を連れて きますが、
出身者がだんだん増 えて きて、いわゆる卒業生でその スポーツをやった者が多 くな ります と、 よ
そ者 はだいたい排 除 されて しまい ます。そ して、その大学 の卒業生が、監督、コーチにな ります。
日本の大学スポーツ界 はそ うい うシステムにな ってい るわけです。です か ら、そ この大学のチ ー
ムの練習の仕方、作戦、戦術 、教 え方 とい うのは、 門外不 出にな って くるわけです。
アメ リカへ行 きます と、シーズ ンが終わる と、何 も全 米ナ ンバーワ ンになったチームの コーチ
で な くて も、優 秀なチームの コーチ を招 いて、各地で コーチの協会が講習会 といい ますか、 どの
ように 自分 たち は攻めて、 どうや って守 って勝 ったか とい う手 の内 を、100%で はないに しろ講
義 を しビデ オで見せ ています。
ところが、 日本では絶対 にそんなことはいた しませ ん。 自分たちの攻 め方 、守 り方 とい う もの
は隠 します。そ して選手が監督や コーチか ら習ったこ とを、自分たちが コーチ、監督にな った ら、
同 じこ とを代 々繰 り返 しやっているのです。ですか ら、その大学のチーム特有 の雰囲気 とか、 や
り方が で きあが ると思 うのです。
早稲 田の ラグビーは昔 か ら、オープン攻撃で左右 の揺 さぶ りとい うことをず っ とや って い ます
し、明治の ラグビーはいつ も縦へ の突進 といい ますか、強力FWを 重視 して試合 をや って きたの
ではないか と思い ます。
アメ リカ ンフ ットボールで も、ある大学へ行 きます と、その大学の選手のボールの投 げ方 とい
うのは、誰 もが同 じように一種独特 の投 げ方でボ ール を投 げて います。他 の大学へ ゆ くと、その
大学特有 の投 げ方 を しているこ とが あ ります。そ して、今 の選手が卒業 して も、次 の選手 、次 の
選手 と、だいたい同 じようなこ とをやっているように思 え ます。
プ ロの世界 で も同 じような ことがある と思 うのです。パ シフィ ックリーグで今 シーズ ン、ブルー
ウェーブ とい うチ ームが、突如 としてお客 を大勢集め るよ うにな りま した。あそ こにはイチ ロー
とい う選手 がいて、彼がた くさん ヒッ トを打つ ものです か ら、お客 さんが どん どん来て、イチ ロー
効果 とい うことが起 こったわけです。
去年 まで彼 は2軍 にい ま した。その時にバ ッテ ィングコーチが、イチ ローに 「そんなブ ラブ ラ
した恰好 で打 っていた ら、永久に1軍 には行 けないそ。1軍 に上が りたか った ら、おれが言 うよ
うな型のバ ッテ ィングを しなければ駄 目だ」 と言 った らしいのです。 イチ ローは、がん として、
自分がお父 さん と一緒 に開発 したバ ッテ ィングを変 え ようとしなかったそうです。
今 シーズ ンにな り、監督 とコーチが全部変 わった ものですか ら、イチ ローは1軍 に上が って、
























劉 建輝(一1こ れから私は 「中国の 『型』 ・日本の 『型』」というタイトルでご報告致 しますが、
本題に入る前にこのタイ トルの中で使われている 「型」 という言葉についてすこし説明させて頂
きます。今日のシンポジウムの全体のタイトルを見てみますと、そこでは 厂型」という言葉は英
訳されずに、「カタ」 と、日本語そのままにされてお ります。実はこの 「型」 という言葉は中国
語にも適切に訳すことが難 しく、 もちろん漢字そのままで直訳することもで きません。と言いま
すのは、現代中国語において 厂型」という字は造語の一要素としてはよく使われますが、単独一
字ではあまり使いません。
したがってここでの 「型」 という言葉をあえて中国語に訳 します と、「模式」 ということにな
ります。「模」は 「模範」の 「模」で、「式」は 「形式」の 「式」、つまり模範形式です。 しかし
これは近代以後の言葉で、特に最近流行 りだ した言葉です。それでは近代以前に 「型」という言






えば、1822年 に出版された中国最初の 厂英中字典」を見てみます と、タイプには 「版」 と 「板」
とい う字を当てています。フォームには 「模様」、「式」、「様」 という字を当てています。またス
タイルには 「文理」を、パターンには 「様子」、「格式」 を当てています。
もちろんその後時代が下 るにつれて、「英中字典」 に出てくるそれぞれの言葉に、その他の訳
語 も徐々に増えてきますが、 しか し日本語の 「型」の ように、それらを統一 して訳す言葉がなか
なか出てきません。強いて挙げるならば、先に申し上げましたように 「模範」とか、「模様」、ま
た 「形式」、あるいは 「様式」になります。 もちろんこれらの中には以前からすでに存在 してい
る言葉 もあ りますが、 しか しそのほとんどは訳語 として新 しく作 られたものか、あるいは新 しい
意味を付与された形で再認識された言葉であります。
このように見てみますと、中国語には 「式」 とか 「様」のような、ニュアンスの上で 日本語の
「型」に近い言葉は存在 しますが、 しかしそのいずれも 「型」のような包括的なものではなく、
また造語の要素としては大切でありますが、一字だけではあまり使わないものになっています。
とすれば、中国には少なくとも言葉の上では日本語のように強烈な 「型」の概念が存在 しない









(⇒ 文化における 「型」 ということを考える時、よく問題にされるものに、例えば 「礼」、また
は 「礼儀」というものがあ ります。これはどの文化においても 「冠婚葬祭」が程度の差こそあれ、
大体様式化されている所から見れば至極当然のことと言えるかもしれません。
しか し、他の国のことはよく分か りませんが、少な くとも日中においてはこの 「礼」に関する
認識が非常に異なっているように思われます。そしてこの認識の相違は両国における「礼」の「型」
を著 しく異なったものにしてしまったのではないかと感 じられます。
ここで私は中国古典における 「礼」についての考え方をい くつか紹介 しまして、普通 日本で理
解されているそれとの違いをすこし考えてみたいと思います。
例えば、司馬遷が 『史記 ・礼書第一』 において、「君臣朝廷尊卑貴賤、序有 りて咸(み な)此
れを礼と謂う」 と言っています。また 『苟子』の中で 厂貴賤の等、長幼の差、貧富軽重皆称(は
かり)有 り」の状態が 「礼」だと説明されています。さらに 『周礼』、『儀礼』と並んで中国の 「三
礼」、つまり礼儀に関する三部の経典の一つに数えられている 『礼記』において も「礼に非ずんば、
以て君臣上下長幼の位を弁別するもの無 し、礼に非ずんば、以て男女父子兄弟の親 しみ、婚姻疏
数(密 という意)の 交わりを別つもの無 し」、と 「礼」の効用を強調 しています。
ここに 「位」 という言葉が出てお りますが、これは周知のとお り、朝廷で群臣が並び立つこと
を表すもので、階級によって彼らのそれぞれ立つべ き位置が決められているということを意味 し
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ます。この 「位」、あるいは位置を守ることが、つまり 「礼」 ということになっています。




しかし、以上申し上げましたこれらの 「礼」に対する認識、つまり 「礼」 を封建階級間の上下
秩序、またその規範 と見做す考え方は、もちろん日本で も同じで、決して中国独 自のものではあ
りません。いや江戸時代の身分制度などの例 を考えれば、ともすると日本のほうが もっと細か く、
もっと厳 しいかもしれません。
したがって中国の 「礼」がここで問題になるのは、むしろ以上のような範囲に止まらず、より
大きい概念として理解 されているからであ ります。それはどういうことかと言います と、例えば
『儀礼』にはこのような一節があ ります。「凡そ礼の大礼は、天地にかたどり、四時に法 り、陰
陽に則 り、人情に順がう。故に之れを礼 と言う」。これはつまり宇宙全体、あるいは自然万物を
全部包括 してその秩序 を 「礼」 と決めているわけです。人事、つまり人間の上下関係や秩序はあ
くまでこの宇宙全体の秩序の一部分にすぎません。






れのもの、例えば強いて熟 させたものとか、あるいは早 く掘 りだしたものとかを使いましたが、
これは時に従って物 を育てるという 「礼」の精神に反するから、これから祭礼の供え物や宮中の
御用品は全部時を待 って、その季節にふさわ しいものを使いなさいというものです。
そ してその根拠 を 『論語』に出て くる 「時ならざるは食せず」という一条に求めています。つ
まり孔子さまが季節外れのものを食べなかったのですか ら、それを見習いなさいということです。
このように極端に言えば、旬の もの じゃない と食べないというのも、中国においては 「礼」なの
です。




とで、つねにその嫌疑 を追 っ払 うようにして、男女の別 という秩序としての礼を守るわけです。
喪に服 しないのは、いわばその日常の延長であります。
このように古代中国において、天地自然の秩序から人間社会の道徳規範や階級制度、さらには






































それに日本の場合です と、中世あた りから、つまり小笠原貞宗の時からこの 「礼儀」の世界に
いわゆる 「家元」制度的な要素が入ってきまして、日本のほうはますますそれが固まってしまっ
て、周知のとお り 「型」として代々伝承されることにな りました。これに対 して、中国の場合は、
その根本的な認識や、また宮廷内の儀式などは別として、いわゆる 厂型」としての 「礼儀」はい
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つの間にか、空中分解 して しまいまして、いまでは、ある程度の常識以外はほとんど跡形 もな く
消滅 してしまいました。
だから黄遵憲なんかは、明治初期日本に来て日本人の正座の仕方や服装などを見まして、これ












いうことです。朱子には 『文公家礼』 という本がありますが、しか しそれは礼に関する一般家庭
用のマニアルみたいなもので、日本の家元の秘伝 とは性格がかなり違います。したがってその拘
束力 も弱かったと考えられます。
中国における 厂礼」のこのような在 り方は、実は 「道」、つまり 厂みち」の概念にも通 じると
思われます。時間の制限がありますので、詳 しいことは申し上げませんが、ただ一言で申し上げ




これはちょうど中国の 「礼」が 日本に来ると、いわゆる 「作法」重視になって、そして、その
「礼儀作法」を通 して、 もう一度より普遍的な秩序を求めるのとまったく同じ曲線を描いている
ように見えます。
これはすなわち李御寧氏の言われる 厂日本人の縮み志向」かもしれませんが、 しか し私がここ
で強調 したいのは、日本人は一度縮めた後、かならずその 「型」 を通 して、内部宇宙を発見 し、












京劇というのは、周知の とお り、中国でもっとも多 くの人に楽しまれている伝統劇で、約二百
年前にさまざまな地方の曲調や芝居が統合、吸収 され、北京で始められたものです。二百年前で
すから、ちょうど歌舞伎の歴史の半分にな ります。ただ京劇の中には従来の戯曲の様式や曲調が





がありませんので、あくまで感想の レベルの話ですが、どうも先の 「礼」の在 り方 とも相通ずる
ものがあるような気がいたします。
つ まり舞踊劇の分類はまだ理解で きますが、 しか し公家や武家の世界を扱うものを時代物、江
戸や大阪などの庶民を扱 うものを世話物とそれぞれ分けるのは、例えば先の日本的な 「礼」の認




で京劇を見る場合、 もちろん役者のしぐさや立ち回りの 「型」 も問題になりますが、それより数
倍もこの役柄の類型化が強調されているように見えます。
京劇の役柄は 厂生」「旦」「浄」「丑」の四つに大きく分けられていて、厂生」は立ち役で、「旦」
は女方、「浄」は敵役ですが、豪傑 などの場合 も多い、また 「丑」は道化役 ということになって
います。そしてこれらそれぞれの部門が さらに年令や性格、文 と武によって細か く分類され、そ




京劇は、椅子 と机以外にほとんど舞台道具 を使いません。そういうものは全部役者が しぐさや
約束事によって表 します。例えばかんぬきを外す真似 をして、その扉の存在 を観客に想像させる
とか、あるいは鞭一本を手にすることで、乗馬中ということを納得 させるとか、というような形
です。そういう意味で京劇にはいわゆる 「型」として成立 しやすい要素が非常に多 く含まれなが
ら、なぜか 「見得」のようなポーズ以外に歌舞伎 と対応するような 「型」があまり成立 しません
で した。
たとえば歌舞伎にあるようないわゆる 「見せ場」 も存在 しないし、また 『菅原伝授手習鑑』の














てパターン化 し、いわば一つの画題の 「型」 を作 りだした所にその特徴があります。以後多 くの
画家が彼の作ったこの八つの主題に則って創作 し、数多 くの 「瀟湘八景図」を産出しました。







しか しこの 厂瀟湘八景図」が日本に伝わってくるとどうなったで しょう。鎌倉時代に日本に伝
来 した 厂八景図」のモチーフは、最初はその まま八つの景色に分けて描かれていたようです。 し
か しそれが障子絵への登場にしたがい、障子絵の伝統の影響 も手伝って、徐々に二景同幅、やが
て四景図幅に、最後には八景図幅へというように、瀟湘八景を一連の画面の中で通 して構成 して























てもいいぐらい、非常に重要な問題で しょうけれども、その礼 と日本の礼とはどう違 うかと、中
国の場合非常に抽象的な、一般的な、そして同時に大宇宙とつながってい くようなそういう礼。
日本の場合、ある場合における行動の仕方について非常に具体的な規定がある礼。ずい分違う



















とがで きます。まず日本の社会において、武士を武士 として認知させる根拠、つまり武士 を社会
的に確立されたものとして見る。それは特定の様式的特徴によって武士として認知をされていた
ということです。
単に武器を振 り回して、戦闘行動に参加をいた しましても、それはただちには武士 とはみなさ





父子代々に亘って伝承 され、幼少時からの厳 しい訓練 を受けることによって、その様式を自分
のものとすることができたわけであります。この形は今 日神社の祭礼において行われるやぶさめ

















さて外出時に、道路上で他の武士 と行 きあった時にとるべ き作法は、路頭礼節、路頭礼 とよば







































性 をもってお りました。その逸脱や審判にともなっては、激 しいconflictが 発生 し、それは決闘
の形にしばしば転換されてい く。実際、絶対的な権威 をもつとされる大名のような主君ですら、








芸の流儀としての様式であります。 日本の技芸一般が、流儀 という家元制的なあ り方をとること
は、それはおのずから定型的な性格をとらざるを得ないわけです。








































関係の厳 しい社会にお きましては、社会の人々の権利 を擁護 し、その行為の正当性 を客観的に保




































































問があまりあ りませんので、最初5分 と思っていましたが、3分 ぐらい、それぞれの方から簡単
にコメントをお願いしたいと思います。
熊倉 コメントというほどのことではないのですが、型というのは考えてみましたら、案外、






そういう意味で型 を分析 してい くのが私はお もしろいと思 っております。
劉先生がいわれた、中国的な礼の大本というのは確かにあると思 うのですが、 しかし、日本人
の考えているような躾 という、「見て くれ」 というと言葉が悪いのですが、「見て くれ」の恰好の
つけ方。こういうものが中国にないのだろうかというと、私はそうは思わないのです。










その時に何を書いたかといいます と 「小笠原流にいうところの、 ドアの開け閉め方」というの
を書いているのですね。これはおもしろいと思うのですが、要するに西洋の ドアをどうやって小
笠原流で開けるかと(笑)。 まず ドアの前につ ま先 をそろえて立ちまして、右手で把手 をとりま
して、それから左足か ら二歩下がって ドアを開けると書いてあるわけです。






アメリカのスポーッのことで型 を語 られたというのが非常にお もしろかったという気がいたしま
した。





























































と思います。 しか し、これは今度のアジア ・オリンピックに来ました中国の女子陸上なんかをみ
ます と、長髪 もいけない、お化粧もいけない、今風の服装 もいけない、恋愛 もいけない、全て禁
止ということを要求されているのですが、日本でもかつてはそういうことがあったと思うのです。
アメリカでも大学のチームへ行 きます と、試合の前の日はどこかのホテルに缶詰にされます し、
何時までに必ず部屋へ帰ってこいと要求 されて、コーチがずっと部屋を見張っていますから、こ




ます。中味は何であれ、一見 「貴方の言うことには従 ってます」と全員が言っている感 じを出 し
ています。
日本の監督やコーチがよくいう言葉に 「がんばれ」 というのがあ ります。今、同時通訳の方が
「かんばれ」をどう訳されたかなあと思うのです。playhardと おっしゃったかもしれません し、













劉 先ほど説明が不十分で したので、ここでもう少 し付け加えさせて頂きます。一つは、私が
なぜ瀟湘八景図を選んだかと言いますと、非常に典型的だと思ったからです。八つの山水画の画
題が中国で作られ、さまざまな画家が、その画題のもとで自由な発想を生かしながら自分の創作













その背後にある秩序 というものを押 しつけられます。そ してそれは多 くの場合、政治やイデオロ
ギー的な要素も同時に含まれています。ですから、中国の礼は、とても日本で言 う躾、つ まり身
に美 しさをつけるようなものだけではすまない何かが付 きまとっているのです。そしてその何か
がある極限まで達 した時、かならず反転 し、在来の秩序を破壊 して しまう。そこのところを、私
は日中の一番大きな違いではないかと思います。
最後の一つは、つまり 「型」 とは日本人に とって何であるかということです。これについて、
私はにわか勉強で、いろいろ勝手に考えましたけれども、やはり日本人にとって型 というのは、
物事の内面、または内部を認識する時の一つの手口というか、手段ではないかと思います。型を
通 して、日本人は内部宇宙 というものを発見 し、そ してその内部宇宙から一つの普遍性をみつけ
て、外部の大宇宙につなげていく。
例えば、ちょっと例が俗っぽいか もしれませんが、同 じ秋という季節 を認識する場合で も、中
国人は 「天高 く馬肥ゆ」 と表現 します。この言い回しは日本人も時々使いますけれども、やはり
中国的な考え方だと思います。これに対 して、 日本人は小 さい秋を発見します。鈴虫の鳴き声の
ような、きわめて具体的なものを通 して、秋 という季節の深い意味を認識します。
つまり、中国の場合は 「天高 く馬肥ゆ」で終わってしまう。もちろん、その捉え方はとてもダ
イナ ミックで、スケールが大 きいのですが、何か味気ない。日本の場合は 「小さい秋、小さい秋
みつけた」 と言って、非常に深みのあるところまで行きます。これが日本の型の一つの役割では
ないか、と私は思います。






























本での家元制度というのは、日本だけにあったものなのか とい うこと。いったいなぜ こういった
考え方 というのが、他の国でもおきなかったのかとい うこと。
それからまた、記号 をみていきますと、いろいろな記号があるわけですが、自然からの記号も
あるのですが、自然の記号 をみていきます と、物理学者 というのは、宇宙 というのはビックバン
でおきたと。
そして東から西のほうに移っていきます と、他方、東のほうにお きましては、大変エネルギー




ら比べたら認識論的な取 りあげ方が減っていく。そして西へ行けば行 くほどそれが減ってい く。
そ して日本に行 きましたら礼が重ん じられて、ところが西のほうへ行 きます と、実際の行動に重
きがおかれていくわけです。これはやっていい、これはやってはいけないというような形です。







































武田 まさか私にご指名があるとは思わなかったのですが、型と儀式 との結合 というのは本当























































くならないんじゃないか。つ まり日本語 というものが、そういう日本の もっている、深層にある
構造を最 も象徴的に表現 していると同時に、われわれの行動様式を規制 しているのではないかと、
私は思っています。
● 吉備国際大学の新田と申します。今 日のこのパネルディスカッションを大変興味深 く聞か
させていただきました。それで2、3質 問があ りまして、まず最初に、熊倉先生なのですが、先
ほどのお話の時に、ズレということと関連して、間(ま)と 、形 ということ。パネラーの中で熊
倉先生だけが問ということを言及されたのですが、私は型 と同時に問(ま)と いうの も、大変 日
本に独特なもので、いろいろな意味があ りまして、例えば時間だけじゃなくて、空間、人間関係、
















熊倉 間(ま)と いうことは、実は型というものは間(ま)を 含んでいるから型というものが






















劉 どうも私の言ったことを誤解 されたようですが、私は家元制度が存在 しなかったから、中
国ではそういうものが後世まで伝わらなかったと言 ったのではなく、中国人の物事に対する認識
の仕方があまり 「型」 というものに合わないから、 もし家元制度があれば、ひょっとしたら何ら

























せんから、白隠風 にいったほうが、どうも生 き残れるという気が します。現在の日本の臨済禅 と
いうものは、だいたい白隠系統の臨済禅なのですね。
今の問題 も、劉先生が提起 した問題 というもの、中国の礼 というのはご承知のように、周礼 と





いうものは、非常 に普遍性が高いために、具体的な場所で どういうふうに行動 していいかという
ことについては、非常に高度な判断力を要求するものだと思います。








り元々の儒教の礼 というのが くずれてい く。そうなると権力者達は秩序を維持するために非常に
厳 しい礼の体系を作 って、政治的な強制を加えてそれを守らせようとする。そして清末には、魯





























をつけください」 というのは、意味はないのですね。あ くまでも常套句なわけです。別に 「忘れ





的なものを申します。 したがいまして、 日本 というのは外側、中国は内側を秘めていたというの
はおもしろいと思うので、何かパネリス トの先生からコメントがあ りましたらお願いいたします。





細部を通 して内部に到達する形 と、ス トレー トに対象を把握する形と、二通 りの方法があって、
それが 日中の違いではないかと思います。




型に従 って修行 し、あるいは稽古 して、技の点ではその極点まで行 くのですが、どうしても乗














うのが、 日本の型の文化の一つの特色だと解釈 してもいいか もしれないと思います。
熊倉 今のお話でアナウンスが大変儀礼的で型にはまっていると、これはその通 りだと思いま
すが、おそらくこれは日本だけの問題ではないだろうと思います。マクドナル ドのハ ンバーガー
の売 り方のマニュアルというのは、世界共通なんじゃないか という気がいた します。そういうマ
ニュアル化 されたものというのはどこにでもあると思 うのです。
そういう意味では日本は世界に先駆けてマニュアル化が進んでいたということかもしれません








見 られるという前置きの もとにお話になった例が、『武道初心集』 にでて くるお話で、つまりお
金を預けられた人が、預けた人が死んだ後、どうふるまうかというお話を例にされたわけですね。
その場合につまり、彼が、そのまま2～3日 おいておいてもいいんだけれども、自分がお金を













熊倉 おっしゃる通 りでありまして、私の言い方が足 りなかったわけで、源先生が分類 して二
つ、心か ら入って形を得るという入 り方と、形から入って心を得 るという入 り方 と二つあると。



















ら返す。そういうことにす らそ もそ も、心を問わば云々すらも考えない、超越の境地でより高い
武士は求めたということ。























のではなくて、非常に工夫 して、適宜に受け入れていますが、 しか し、そういう一つの外来文化











































そういう様々な問題 を考えるその手掛か りが、今 日のこのシンポジウムにおいてできたとすれ




に、より正確に、より深 くなってい くのではないかと、そのことを期待 して、この会を終わりた
いと思います。長時間ありがとうございました。
(閉 会)
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